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民族学と情報処理

　　　　 久保正敏

国立民族博物館 ・第五研究部

1.民 族 学 と は

　民族学 と情報処理の関わ りについて、国立民族学博物館(略 称は民博〉における情

報 システム と関係付けながら話をしたい。まず、民族学とは何かを概説 してお こう。

　 日本では、第二次世界大戦以前には ドイツの学問の影響 を受けて民族学 と呼ばれた

研究分野が、戦後はアメリカの影響を強 く受けて文化人類学と呼ばれることが多 くな

った。そ こで民博では、民族学 と文化人類学を同義 と扱 っている。

　簡単 に言えば、民族学 とは、似た言葉である民俗学が文明国の村落に住む庶民の研

究 を目指すのとは異な り、世界各地域での現地調査に基づいて(地 域研究:regional

study)、 諸地域の文化を通文化的に比較 し(cross-cultural　 study)、 文化間の斉一

性 と相違性 を明 らかにし、そ うした研究成果 を広 く市民に還元 して異文化理解に寄与

することが最終 目標である。例 えば一見 「野蛮」と見える文化で も、実はその場で生

活 してみると、その環境に応 じた論理で成 り立ってお り、その環境におそ らく一番 フ

ィッ トしたシステム として文化が成立 しているのだ。つま り、文化間に決 して優劣が

あるのではない、という見方が異文化理解の基本である。

　 しか し、大航海探険時代 に引き続 く初期の頃の民族学は、ヨーロッパの白人が世界

を探検 し、肌の色の違 う原始的(に 見える)生 活をしている諸民族の文化 を珍 しがっ

て集 めるところか ら出発 したのであ り、白人優位主義が背景にあった。ちょうどダー

ウィンが生物学的な進化論 を唱えた時期には、それが社会学の文脈でも援用されて 「社

会進化論」という思想を生み出した。社会 も進化 していて、西欧社会がその トップに

ある、世界の諸民族、例えば太平洋諸島の諸民族が持っている文化は遅れたものであ

って、いずれそれ らも「進化」して最終的には白人文化に到達するはずだ、 という考 え

方である。 これが初期の民族学にも影響を与えていたのである。

　 しか し、よく調べれば調べるほど、それぞれの文化がきっちりとした論理を持 って

いることがわかってきて、民族学 も反省期に入る。すなわち、諸民族の文化を背景の

文脈か ら切 り取 らないで、背景や文脈 と一緒に理解することによって、諸民族の文化

はそれぞれ対等の価値 を持っている ことがわかってきたのである。理想的に言えば、

様々な文化がお互いを尊重 し合って、主張すべきことは主張する、しか し相手の主張

もきちんと聞 く、という対等平等の世界が生 まれるベースになるのが、かこの文化人類

学あるいは民族学的な理解ではないだろうか。背景や文脈から切 り離して個々の事象

を理解 してはいけない、という点が非常に大事であろう。

　 文化比較が民族学の基本だと言ったが、比較するための切 り口 ・観点は実に様々で
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ある。例えば、下 に掲げる一覧表 に示すように、総括的な分野 もあれば、言語、自然、

社会組織、宗教、医療、教育などにか らんだ分野 もある。実は、既存の学問分野 と民

族学は結び合わさって数多 くの分野が生まれている。例えば私の所属する部門もそ う

だが、コンピュータと民族学を接続 して 「コンピュータ民族学」、あるいは生態学 と

人類学をつないで 「生態人類学」。こうした研究分野の建て方 を指 して、口の悪 い人

は「接頭辞(プ レフィクス)人 類学」と呼ぶ こともある0別 の見方 をすれば、民族学 と

は人間の文化 を総体 として把握 しようとするものであるか ら、非常に幅が広 いのは当

た り前であ り、いきおい、既存の学問とのクロスオーバーが避け られない、というこ

とであろう。

民族学研究の諸分野

1　 フィール ドワーク(実 地調査)な どの方法論、学説史

2　 民族史(エ スノヒス トリー　 ethnahistory)、 民族文化史

3　 言語(諸 言語の比較、諸言語の系統論など)

4　 自然環境、生業(狩 猟 ・漁携 ・牧畜 ・農業)、 衣食住、民具、技術、芸術など

「生態人類学」、「民族技術学」、「民族芸術学」

5　 婚姻制度や家族 ・親族の構造、社会 ・政治 ・経済の制度、慣習など

　　　　　 「社会人類学」、「政治人類学」、「法人類学」、「経済人類学」

6　 宗教 ・信仰 ・呪術 ・儀礼 ・祭礼など

7　 神話 ・伝説 ・民話など

8　 民謡 ・音楽 ・舞踊 ・劇など

　　　　　 「民族音楽学」

9　 都市における諸問題、都市文化や文明の影響 による変化など

　　　　　 「都市人類学」

10　 しつけや教育のしかた、人格形成と民族 ・国民性の特色、文化の変化 と心理的適応

　　　　　　　　　　「心理人類学」、「教育人類学」

11そ の他 　 　「映 像 人 類 学 」、 「認 識 人類 学 」、 「医 人 類 学 」

　他の学問分野 と同 じように、細分化 とその反動 としての総合化を繰 り返 しなが ら民

族学は進んできたが、その中で様々な論争も生まれた。社会全体をマクロに見るか個

人中心 にミクロな視点で研究するか、通時的に見るか共時的に見るか、文化 に普遍性

があると見るか個別的なものと見るか、など、いろいろな対立があ り、学説史、学問

史を見ると、その論争が他の学問分野や社会全体のモー ドにも影響 されていることが

垣間見えて非常に興味深い。

　情報工学出身者 としての私の見方なのであるが、今後民族学に導入すべき視点 とし

て、定量的な手法の必要性、主観的な理論ではな く客観性 を強化する必要性、個別的

理論ではな く普遍化の必要性、な どを挙 げる ことができるように思う。 しばしば、聖

と俗、ハレとケ、右と左などのキー ワー ドを使って人間の文化の根本 を「二元論」で捉

えることが民族学研究には多 いのだが、なぜ二元論なのか、もっと多元論的解釈で捉

えて もいいのではないか、あるいは、システム工学的に背景や環境 との連関も含めて

取 り扱 う視点や、 トップダウン的な考え方を導入する必要はないか、とコンピュータ

を扱っている者 としては考えている。
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2.コ ン ピュ ー タ民 族 学 の ね ら い

　私の所属す るコンピュータ民族学部門は、こうした視点 を民族学研究 に導入す るこ

とを目標に、民博の創設時に構想された研究部門である。これは、コンピュータと民

族学 との関係を、次のような3つ の観点で捉えようとしているものである。

　 (1）民族学研究の道具としてのコンピュータ

　情報検索、統計処理、画像処理、音響処理など、主に情報工学の分野で培われてき

た既存 の技術 を、民族学研究に適用 しようとするものである。そもそも民族学研究で

扱 う情報は、フィール ドノー トや文書な どの文字資料、写真 ・図 ・絵画 ・模様などの

静止画資料、フィルムやビデオなどの動画資料、音声言語 ・歌 ・楽器音などの音響資

料、等々様々な表現形態 を持つ資料、すなわち、マルチメディア資料である。 これ ら

を処理するには元来マルチメディア処理が必須である。民博創設時からこれ ら資料 の

データベース化が精力的に進められ、初期 にはまず各資料の書誌的事項の文字データ

ベース化や全文データベース化が、次いで標本の写真や研究者が現地で撮影 したスラ

イ ドに対する画像データベ...._.ス化、さらには、楽器音や歌の音響データベース化 に着

手 して、今では1Tera　 Byteを 越えるデータが集積されている。

　 これ らのデータベースを研究者や展示場入館者 に効果的 に利用 しても らうために

は、「メディア横断的」な検索手法が必須であると考 え、検索時のキー ワ.__.ド(検索語)

を統制 しないで利用者 に自由な用語による検索を許す仕掛けとしてシソーラスの整備

も併せて進めてきた。

　 こうして蓄積されたデータを利用 し、統計的処理を施す研究、言語人類学研究 に音

響処理技術 を生かす研究、標本資料(モ ノ)の 形や色で検索する試み、な ど、数々の

実験 も行われてきている。

　 (2)民族学研究の方法論 としてのコンピュータ

　先に述べたよ うに・定量的な解析や、 トップダウン的な解析 を民族学研究に導入す

る必要があるのではないか と考えてお り、例えば、行動科学に見 られるような積極的

な数量化や、モデル構築 とそのシミュレーションによる トップダウン的な検証、と言

ったコンピュータを活用 した解析や分析を適用できる分野 もあるはずだ。実際、縄文

人 口をコンピュ.__.タによって シュミレー ションした小山修三氏の先駆的研究や、文化

要素の相互作用をシステム工学的に分析する杉田繁治氏の試みも行われてきた。また、

私の試みたものとしては、歌謡曲歌詞の数量的分析や、すしアンケ,.._..トの統計的処理

による食文化分析な どがある。コンピュータに対 して過大 ・過小 どち らにも偏 らずに

評価 を下せる1コ ンピュータ ・アレルギーのない若い世代の研究者が増えてくるにつ

れて、パ ソコンの使 い勝手が良くなったこともあいまって、コンピュータを活用する

研究が今後 はますます増えて くると思われる。

　 (3>民族学研究の対象 としてのコンピュータ

　先述 したように・民族学 とは諸民族 を何 らかの切 り口で比較研究する学問である。

そうした切 り口の一つ として、コンピュータを含む文明システムや装置系を取 り上げ
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ることができそ うだ。情報化 は今や どの地域で も進みつつある。 しか しそれ らが どの

地域で も同じような進み方 をするとは限 らない。やは り、個別の文化の影響を受けて

違 った展開をしていくはずだ。そ うした観点か ら、諸民族の文化を比較 してみようと

いう立場が十分考 え得る。たとえば、ロボッ トを導入する際の現場の反応が地域によ

って違ったと言われる。日本では素直に受け入れたがイギ リスではなかなか受け入れ

られなかったOあ るいは、家庭に端末機が入るとき、フランスでは、最初無料で配布

されたか らということもあるが、ミニテルという端末機が非常 に普及 している。 こう

した電子化や情報化の政策や進展の仕方の違いか ら、文化の違いを探ってみることも

できるであろう。

　 あるいは、コンピュータをもっと広 く捉えて、教育や学習 も含めた情報の伝承 ・伝

達システムやメディア利用文化に視点 を置いて文化比較を行 うことも可能であろう。

私 自身は、 この方向性、すなわち、情報 をキーワー ドとする民族学研究を「民族情報

学」と名付けたいと考えている。例えば、私のフィ.__.ルドである伝統的なオース トラ

リア ・アボ リジニ社会では、情報伝達 に次のような特徴がある。文字化 されたマニュ

アルによ らないイメージ学習が基本であること、言語自体にメッセージ性が少ないこ

と、言語 コミュニケ._..ションは文脈や環境に規定 された部分が大き く脱文脈化 してい

ないこと、知識の所有権 と表明権が明確 に分離 されていること、絵画に見 られるイメ

ージには足跡や痕跡をシンボル化 した積分型表現が多いこと、な どである。 これ らの

特徴は、彼 らの伝統的社会が狩猟採集型であり、無文字社会であった ことに深 く関っ

ていることが明らかになってきた。

　 しかし、今やインターネッ トが伝統的な村にも導入される時代である。アボ リジニ

の若人たちがホームページを開いて情報発信を始めるようになって、伝統的な知識伝

承スタイル との衝突が起 こった り、あるいは、ホームページを見た北欧の青年か ら伝

統的生活への憧れを綴ったメールが届いた り、と、グローバル世界か ら、いわば擾乱

が持ち込 まれ始めている。インターネッ トの登場によって、かつてマクルーハンが夢

見たような 「地球村」が生まれるのか、それ とも、ローカルな伝統が崩壊 しグローバル

の波に呑み込 まれるのか、あるいは、その中か ら新たにローカル文化が創生されてい

くのか、まさに今、様々な動きが起 こっている。そうした現象を追跡するのも、情報

を切 り口とする民族学研究 に違いない。私が現在一番興味を持 っているのはこのテ.__.

マである。

　以上 に述べた三つの柱 を中心にコンピュータ民族学を展開していこうというのが、

我々の立場である。
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3.国 立民族学博物館の情報システム

　私の所属す る研究部門について概説 したが、民博全体として どのような理念に基づ

いて情報システムが整備 されてきたか、概略を述べておこう。民博は、展示場を持っ

博物館であるだけでなく、民族学研究センター、民族学情報セ ンター として設立され

てお り、民族学資料に対する情報処理を専門に扱 う情報管理施設 という独特の組織が

置かれている。それは、ホス ト・コンピュータの維持 ・管理とソフ ト開発を担当する

課、図書資料を扱う課、映像資料の管理と映像作品の作成 ・編集を行 う課、標本資料

(モノ)の 管理 と補修を担 当する課、の4つ に分かれ、民族学情報の持っ次のような

特徴を生かすための工夫 をこらしつつ、技官 ・事務官が日常業務 として情報 システム

の構築 と情報処理 を行って いる。

　民族学情報の特徴の一つは、先にも述べたマルチメディア性である。二番 目に、世

界各地域 の情報 を扱 うのであるか ら、常 に多国性に配慮しなければならない。そ して、

民族学が元来、人間の活動すべてをカバーする学問であることか ら、情報の利用が実

に幅広 いことが三番 目に挙 げられる。一つの資料は、利用者の興味に応 じて様々な意

味を生み出す。例 えば、一つの籠に対 して、形に興味のある人、編み方 に興味がある

人、塗装 に興味のある人、等々、色々である。そ こで、情報 を用意す る側 としては、

情報に加工を施 さず、できるだけ原情報を提供することを心がけねばな らない。

　 ある情報に何 らかの処理 を施 した こと示すのに、次数で表現することがよく行われ

る。原情報を第0次 とすれば、例えば索引化するな どの抽象化処理を施 された情報 を

第1次 情報、 これにさらなる処理が行われた結果は第2次 情報、とするわけである。

この言い方でいけば、民族学情報は、できるだけ0次 に近 い形で提供 されねばな らな

い、 ということになる。別の言い方をすれば、環境や文脈からできるだけ切 り離 さな

いで情報 を提供すべきだ、ということである。ただ し、それだけでは不十分で、第0

次情報 に接 した個 々の利用者の要望に応 じて、個別に第1次 、第2次 情報化を行 う必

要が生 じるのは勿論である。先述 したように、民博が構築 してきた膨大なデータベー

スの一部分が、画像データや音響データそのものを電子化 した、いわゆる「ファク ト

・デ.__.タベース」であるのは、第0次 に近い情報を蓄積 しよ うという考 えの現れであ

る。最近、デジタル ・アーカイブの必要性が叫ばれるようになったが、創設以来、民

博情報処理システムは これを狙ってきたのである。

　具体的にどのような資料が集積され、データベースが構築 されているか、1997年10

月現在 の数値を付表に示 してお く。表の左半は実資料の件数、右半は電子化されたデ

ータベース件数 を示 している。民博では、扱っている資料 を、文献図書資料、映像音

響資料、標本資料、そしてHRAF(Human　 Relations　Area　Files>資 料、に大別 し、

それぞれを電子化 したデータベースが構築されている。最後のHRAF資 料 とは、個

々の民族 に関す る記述、すなわち「民族誌」を集積 したアーカイブであ り、イェール大

学で1930年 代に開始 され現在 も継続されているプロジェク トの成果である。

　文献図書資料 のうち、単行本は民族学関係を中心に約38万 冊を所蔵 し、そのデータ

一41一



ベース化率 は約94%で あ る。 これ らは書誌的 な情報 につ いてのデー タベースで ある。

今後 、一部資料 や論文 につ いて、 フル テキス ト ・デー タベ ース化 も考 えて いる。

　 映像 音響資 料 は、 レコー ド、テー プ、 フィルム な ど諸々 のAV資 料で あ り、総件数

は約6万 、そ の90%に 対 す る書誌 的情報 がデー タベース化 され てい る。 映像 音響資料

デー タベー スの うち、ス ライ ド画像 情報 と呼 ばれ ている ものは、民博 にいる研 究者 が

それぞ れ フィール ドワーク 中に撮影 して きたス ライ ドを順 次電子化 して画像 デー タベ

ース化 して いる もので ある。各人がお よそ1万 枚 くらい持 って いるス ライ ドは いずれ

槌色 して い くので、それ らをデ ジタル化 する ことによって保存す る こと、 および電子

化 して共有 しやす くす る ことが、その狙 いで ある。

　 標本資 料 とは、博物館 に実 際陳列 されてい る様 々なモ ノ、例 えば、仮面 、壷 、籠 、

釣針 、船 な どの 日常生活用 具で ある。 その点 数 はす でに21万 点 を超 えて いるが、実 際

に展示 されて いるのは約9千 点 に過 ぎず 、残 りは収蔵庫 に収め られ てい る。そ れ らす

べて にっ いて 、書誌 的な事項 、すなわ ち、使 用 目的 、現地 名、材質 な どのイ ンデ ック

ス情報が文 字デー タベース化 され て いる。それ と同時 に、モ ノの4面 、つ ま り、正 面 、

平 面 、側面 、鳥轍 の画像 をデ ジタル化 した画像 デー タベース も構築 してお り、その点

数 がすで に12万 件 を越 えて いる。 これは今後 も年 間1万 余点ずつ増加 して い く。

　 付図 に、 システ ムの概略構成 図 を示す。基本 的 に、デー タ入力サ ブ システム 、デー

タサーバ 、検 索サ ーバ 、な どがLANの 周 囲に分散配置 された、サー バ ・クライア ン

ト型 シス テムで ある。画像デー タや音響デー タは、それぞ れ専用 のサ ーバ に置 かれ、

ホス ト ・コ ン ピュータ に置かれ た書誌的事項 のデー タベー ス検 索 と連動 してユ ーザ の

手元 に配信 され る。ただ し、現在 の システ ム構成 は、館 内での利用 を中心 に考 え られ

た もので ある。今後 は館外 への発信 を進 めよ うとしてお り、その際 には、文 字、画像 、

音響 な どの表 現 メデ ィア を 「メデ ィア横 断的」に検 索で きる こと、 さ らには、他 の博物

館 が持 って い るデー タベース と連携 して、 「博物館横断 的」に検 索で きるよ うな仕掛 け

も考 えて いきた い。 この点 は、次 の 「デジタル ・ミュー ジアム」構 想 と関わ って くる。

4.デ ジ タル ・ミ ュ ー ジア ム を 目指 して

　民博は研究センター、情報センターであると同時 に、展示を通して研究成果や蓄積

された情報を市民に公開する責務を負っている。従来は 「モノ」を中心 とす る展示であ

り、モノの背景にある「コ ト」に関する情報提供は、解説パネルなど限 られたメディア

に頼 っていた。 しか し、開館20年 という節目を過ぎて、今や内部に蓄積 されたデジタ

ル情報 を外部 に発信することが求め られている。その方法の一一つが、デジタル ・ミュ

ージアムの概念である。これを具体化する前に、展示 とは何かを改めて考えてみよう。

　展示 はまず第一に、学芸員やデザイナなど博物館員によるプレゼンテー ションの場

である。現実 の環境 ・文脈か らモノを切 り取る収集 という作業、限 られた空間内にそ

れ らを配置す る展示 という作業、を通 じて、制作者の明確な意図を表現 したものが展

示である。無色透明で客観的な展示 というものは本来あり得ないのだ。展示 はまた、
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観覧者 と展示制作者 との間での、また、観覧者同士での、対話の場である。一つの問

題提起である展示 をきっかけにコミュニケーションが始まるのが、望ましい展示の姿

であろう。そ して、展示は観覧者の学習の場であり、遊びの場でもあるのは当然であ

る。これ らを総合 してみれば、展示 とは、制作者 と観覧者の間での双方向コミュニケ

ーションのための広場であり、それを媒介する、モノと情報 と空間か ら成るメディア

だ、と見なすことができよ う。

　 さて、デジタル化はどのような局面でこの展示 というメディアを補強することがで

きるだろうか。先述 したように、展示 されているモノは、現実の文脈か ら切 り取 られ

ている。モノを通 してその背景にある情報、民族学博物館 の場合 には、各地の文化を

語ることが展示の基本目的であるが、そのためにできるだけ元の文脈 を再現す るよう

な情報提供が必要である。モノの製作 ・使用場面の映像、モノに関連する他の画像や

映像、文献な ど、マルチメディアを用いた情報提供は、モノによる展示を補助するう

えで力を発揮するだろう。また、実際の展示場 という時間的 ・空間的な制約か ら解放

された展示 も可能 となる。 これが、仮想展示である。具体的には、収蔵庫 に置かれて

日の目を見ないモノを電子的に展示する、過去や未来の情景を展示する、実際の展示

とは異なる原理、例えば実空間での配置が地域分類 に従 っているならば時代分類によ

ってモ ノを配置する、あるいは、モ ノを超ミクロや超マクロな視線で見せる、と言っ

た仮想的な展示が考えられる。さらに、観覧者自身による展示創作な ども可能となる。

　以上は、制作者がス トー リーを語るタイプの展示を想定 した ものだが、他方では、

博物館に蓄積された諸情報を素材として観覧者に提供するタイプの仕掛けも必要であ

る。展示 という場面でもデジタル ・アーカイブを公開するべきであろう。その際 先

述 したように・メディア横断的検索や、世界各地の博物館のアーカイブと連携 して博

物館横断的検索 も可能になればすばらしい。

　 しか し、博物館 はやは りモノそれ 自体の持つ価値 を大事にする場であり、すべて電

子化することが望 ましいことではあるまい。モノによるリアルな展示 と、電子化 した

ヴァーチャルな展示 との利害得失を検討し、それぞれの機能分担 をよ く考えて電子化

を進めないと、博物館 自体の存在意義を自らおとしめることにな りかねない。 この点

を踏まえて、デジタル ・ミュージアムの様々な方法論を実験 していくことも、今後の

民博の課題である。

5.お わ り に

　以 上、民博 にお け る情報処理 の現 状 と今後 につ いて かいつ まん で紹介 した。よ り詳

しくお知 りにな りた い方 は、私 あて にメールで連絡 をいただ きた い(メ.__.ル ア ドレス

:kubom@idc.　 minpaku.　ac.　j　p)。 民博 の情報処理 システムは、絶 え間な い実験 の場 とい

う位 置づ け をな されてきた ので、成功 も失敗 も含 めて、その結果 を他 の機 関に フィー

ドバ ックできれ ば、 と願 って いる。
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所蔵資料とCOMETデ ータベース件数

平成9年10月1日 現在

データベース化率(%)デ ー タ 件 数(件)情 　　報 　 　の 　 　種 　　類資料[種 類 ・点(冊)数 】(平成9年10月1日 現在)資 料 名

94.196
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214,967

355,319

単 行 本 ・書 誌 情 報(日 本 語)
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　 　 　 　 計
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45,666

雑 誌 ・書 誌 所 蔵 情 報

小 冊 子 類 ・書 誌 情 報
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230,13fi

377,662

25,935

48,622

74,557

　 8,145

　 5,349

t3,494

日　　 　本　 　　語

外 　　 　国　 　 　語

　 　 　 計

製本日本語雑誌(冊)

製本外国藷雑誌

　 　 　 計

単 　 　 　行 　　 　本文 献 図 書 資 料

日本語雑誌　　 (種)

外国語雑誌

　　　　 計

2,467

小 冊 子 類 資 料

マ イ ク ロ 写 真 資 料

ioo.ox

100.0%

　 6,631

863,100

民 族 誌 文 献 書 誌 情 報

主 題 分 類 コ ー ド 情 報

　 6,fi31

863,100

文 献 情 報 ス リ ッ プ

テキスト(原典)ス リップ

HRAF資 料

go.7%56,391

87,307

135,736

84,776

11,689

目　 　 録 　 　 情 　 　 報

　 術研 究 情 報(日 本 繕)

学 術研 究 情 報(外 国 籍)

*ス ラ イ ド画 像 情 報

*音 響 情 轍(CD化)

42,237

7,$3U

5,729

3,006

3,351

62,153

(点)レ 　コ　ー 　ド　、　 CD

テ ー プ(言 語)

テ ー プ(音 楽)

フ ィ ル ム(16ミ リ)

ビ デ オ テ ー プ 、LD

　 　 　 　 計

映 像 音 響 資 料

98.996

71.9%

58.1%

212,324

154,337

124,715

管 　 理 　 情 　 報

学 術 研 究 情 報

*標 本 資 料 画 像 情 報

131,250

83,428

214,67

(点)海 　 　外 　 　資　 　料

国　 　内　 　資　 　料

　 　 　　計

標 　 本　 資　 料

10α0%16,2$816,28$国 内資料調査報告集1^'ll集(点)国内資料調査報告集1^-17集国内資料調査報告集

• COMET  : Comouter data for the National Museum of Ethnol

2」67,610作成データ件数
・管理情報 とは資料名、収蔵場所等といった資料を管理するための情報である。

・学 術研究 情報とは例えば標本資料について、その使用法.使 用 民族 名等といった研究者の調査研究によって得られる情報である。

・情報の種類欄で 孝が付加されているのは文字情報 以外 の情報であることをTす 。

・国内資料調査報告集:民 具等標本資料、枝術伝 承者、民挨 ・民俗関係映像記録、その他 の資科、及び、民篠 ・民俗関係出版物の所在に関する情報 である。

・小冊子類 ・書誌情報:パ ンフレット.リーフレット、抜捌等の文献書誌情紐である。
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